長石の熱ルミネッセンス及び光励起ルミネッセンスによる天竜川・遠州灘流砂系での土砂移動過程の推定（要旨） by 岸本, 瞬
 





























砂州及び遠州灘海岸において、TL と OSL の双方を
測定から流砂系の土砂移動過程の推定と TL と OSL
の関係性の分析を行い、天竜川河口部においては











































なお図-2 の河口砂州において、太線は 2007 年 7
月の台風 4 号による砂州決壊時の汀線、細線は








































図-1  土砂移動とTL/OSL信号強度変化の概念図  
 






















































































































β線5s (0.9Gy)照射 人工放射線照射 4
残渣OSL信号の除去 450℃/30s加熱 3
測定時間100秒









β線5s (0.9Gy)照射 人工放射線照射 4
残渣OSL信号の除去 450℃/30s加熱 3
測定時間100秒





表-1  OSL信号強度測定手順 






































































































号強度測定と OSL 測定による年代推定を行った。 
測定方法は、TL 信号強度は岸本ら(2008) に準じ
て、平均値を取る温度範囲を 260-380℃として行い、




表-1 の測定手順で行った。手順 6 の測定から得ら
れる OSL 信号(図-3)の測定時間 90-100 秒の 10 秒間
の測定値の和をバックグラウンド値(BG)とし、手順
2 から得られる OSL 信号の測定時間 0-2 秒の 2 秒間
の和(Lx)から 2 秒分換算した BG 値を引いたものを、
手順 6 の基準 OSL 測定の測定時間 0-2 秒の和(Tx)か

















































































































































































遠州灘海岸における TL・OSL 測定結果を図-5 に
示す。なお TL 信号強度は小川ら(2009)の測定結果
であり、その結果から天竜川の土砂供給範囲とされ
る地点においてのみ OSL 測定を行った。TL 信号強
度と OSL 信号強度の変化は同じ傾向を示している。





図-6 から対数をとると TL 信号強度と OSL 信号強
度の相関関係は直線になることが分かった。その直








強度では 5、OSL 信号強度では 1.5 を境界として分
かれていることがわかる。その境界を 1 つの直線で











4.3.1 TL・OSL 信号強度による土砂移動過程の推定 
河口砂州における TL 測定結果を図-7 に示す。こ
の結果から砂州 3 と砂州コアにおいて T.P. -1m 付

















































































































































































図-5  海岸線でのTL・OSL信号強度変化 
図-6  天竜川・遠州灘流砂系全体でのTL・OSL相関図
図-7  河口砂州でのTL信号強度 

















































































4.3.2 SAR 法による堆積年代の推定 
河口砂州において土砂移動過程の異なる砂、それ
ぞれの堆積年代を推定するため OSL を用いた SAR 法
により年代を推定した。その際用いる年間線量は石
橋ら(2009)の測定結果から４ｍGy/年とした。その






2007 年に砂州が決壊した場所である砂州 2 の SAR
年代は、2007 年以降に堆積したはずなので、堆積
























































































































































































































その量は平均 SAR 年代でいうと、河口砂州 T.P.-1m
より上部の海からの波による移動履歴のある砂では
100±20 年、河口砂州 T.P.-1m より下部の川から直






いても TL 測定と SAR 年代測定を行った。その結果
を砂州コアとともに図-12 に示す。 
図-9  砂丘、河口砂州、河口テラスのTL信号強度 
図-10  河口砂州でのSAR年代測定結果 
図-11  河口砂州汀線の経年変化 



























年であると仮定すると、SAR 年代から 250 ±50 年
を引くことで堆積年代が求めることができる。テラ








あるとすると約 100 年で 10m 堆積という堆積速度で
あるため、堆積年代は 200 年から 300 年程度である



















るが、TL、OSL 信号強度には、log 10(TL) = 
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図-13  河口付近海岸線の経年変化 